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♦中央会行事のお知らせ♦
組合常勤役職員　年末懇親会

日　時　平成 29 年 12 月 14 日（木）18 時 から 20 時まで
場　所　ＡＮＡクラウンプラザホテルグランコート名古屋　5 階　ローズルーム
　　　　名古屋市中区金山町 1 － 1 － 1
定　員　１４０名
会　費　１名様につき１２，０００円
申込み　�12 月 1 日（金）までにＦＡＸ（052 − 485 − 9199）または郵送にてお申

し込みください。
新年祝賀会

日　時　平成 30 年 1 月 16 日（火）11 時 30 分 から 13 時 30 分まで
場　所　キャッスルプラザ　4 階　鳳凰の間
　　　　名古屋市中村区名駅 4 － 3 － 25
定　員　２００名
会　費　１名様につき１０，０００円
申込み　�12 月 15 日（金）までにＦＡＸ（052-485-9199）または郵送にてお申

し込みください。
◉お申込み・お問い合わせは総務部まで　☎052− 485− 6811
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■
組
合
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
愛
知
県
の
眼
鏡
組
合
は
大
正
12
年
に
名
古
屋
市
を
中
心
と

し
た
名
古
屋
眼
鏡
商
工
組
合
が
発
足
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
そ
の
後
、
近
隣
の
県
に
も
眼
鏡
組
合
が
設
立
さ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
名
古
屋
市
を
除
く
愛
知
県
を
地
区
と
す

る
組
合
と
し
て
昭
和
40
年
に
愛
知
県
眼
鏡
商
業
協
同
組
合
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
組
織
を
見
直
し
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
の
追
及
と
人
的
交
流
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
平

成
8
年
に
名
古
屋
眼
鏡
商
業
協
同
組
合
と
愛
知
県
眼
鏡
商
業

協
同
組
合
を
合
併
し
て
「
愛
知
県
眼
鏡
小
売
商
協
同
組
合
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

■
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
全
国
規
模
の
活
動
と
し
て
、
眼
鏡
技
術
に
関
す
る
公
的
資

格
制
度
が
な
い
た
め
、
公
益
社
団
法
人
日
本
眼
鏡
技
術
者
協

会
が
審
査
認
定
す
る
認
定
眼
鏡
士
制
度
を
活
用
し
て
「
認
定

眼
鏡
士
」
を
取
得
し
、
販
売
に
携
わ
る
人
の
知
識
と
技
術
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
家
資
格
制
度
推
進
の
た

め
に
国
家
検
定
制
度
で
あ
る
技
能
検
定
制
度
を
活
用
し
た

「
眼
鏡
技
能
士
」（
仮
）
の
制
定
を
目
指
し
て
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
誘
大
広
告
等
に
よ
る
不
当
な
誘
引
を
防
止
し
、
お
客
様
の

利
益
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
公
正
な
競
争
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
に
眼
鏡
公
正
取
引
協
議
会
の
定
め
る
「
メ
ガ
ネ
の

適
正
表
示
ル
ー
ル
」
を
遵
守
し
、
二
重
価
格
表
記
の
意
味
や

原
産
国
な
ど
分
か
り
や
す
く
表
記
し
て
適
正
価
格
に
て
メ
ガ

ネ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
の
主
な
事
業
は
、
共
同
購
買
や
共
同
宣
伝
な
ど
組
合

員
の
利
益
に
繋
が
る
共
同
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
共
同

宣
伝
事
業
で
は
組
合
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア
イ

リ
ー
」
を
活
用
し
た
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
、「
メ

ガ
ネ
の
日
（
10
月
1
日
）」
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
兼
ね
た

広
告
を
中
日
新
聞
に
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
知
県
眼
科

医
会
の
認
定
を
受
け
た
店
舗
を
掲
載
し
た
「
愛
知
県
眼
科
医

会
指
定
店
一
覧
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
要
望
の
あ
る
医
院
に
配

布
し
、
患
者
さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
遠
近
両
用
眼
鏡
の
販
促
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

店
頭
販
売
に
活
用
し
て
も
ら
う
な
ど
、
お
客
様
に
安
心

し
て
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
る
よ
う
に
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
教
育
情
報
提
供
事
業
で
は
、
組
合
員
の
研

修
の
場
と
し
て
隣
県
の
眼
鏡
組
合

と
協
調
し
て
「
東
海
眼
鏡
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
毎
年
秋
に
開
催
し
、

業
界
の
テ
ー
マ
や

技
術
的
・
学
術

的
な
内
容
、
メ
ー

カ
ー
の
新
し
い

情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会
は
日

本
眼
鏡
技
術
者
協
会
に
認
定
さ
れ

て
お
り
、
他
の
地
区
に
は
な
い
取
り
組
み
で

す
。
ま
た
、
組
合
の
活
動
記
録
及
び
情
報
交
換
を
目
的

に
広
報
誌
「
Ｏ
Ｐ
Ｔ
・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 

あ
い
ち
」
を
年
3
回

発
行
し
て
い
ま
す
。

■
青
年
部
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
若
い
方
の
意
見
を
組
合
の
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
昭
和

63
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
勉
強
会
や
眼
鏡
の
広
報
活
動
及
び

地
域
密
着
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
1
回
愛
知
県
内
に
あ

る
老
人
福
祉
施
設
を
訪
問
し
、
メ
ガ
ネ
の
点
検
や
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
、
消
耗
部
品
の
交
換
、
そ
し
て
メ
ガ
ネ
に
関
す
る
相
談

を
無
償
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
地
域
に
根
差
し
た
商
売
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
の
で
、

町
内
会
長
や
学
区
の
総
代
会
の
仕
事
を
引
き
受
け
活
動
し
て

い
ま
す
。
以
前
は
乱
読
も
し
ま
し
た
が
、
最
近
は
本
を
購
入

は
し
ま
す
が
専
ら
積
読
で
す
。
時
間
が
あ
る
と
き
に
は
孫
と

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
多
く
の
関
係
諸
団
体
の
業
務
も
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。（
取
材
担
当
者
）

■
次
号
掲
載
予
定
の
江
原
功
一
副
会
長
（
刈
谷
機
械

工
業
協
同
組
合
理
事
長
）
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　
中
央
会
の
た
め
に
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
岩
幸
一
副
会
長
に

　
　
　
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

VOICE

愛
知
県
眼
鏡
小
売
商
協
同
組
合
　
　
理
事
長
　

平
岩
　
幸
一

＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：愛知県眼鏡小売商協同組合

代表者名：平岩幸一

設立年月：1996年 9月

組合員数：64人

住　　所：�名古屋市中区金山一丁目

　　　　　 1番20号　ベレオM101

Ｕ　Ｒ　Ｌ：�http://aaaichi.pupu.jp/

index.htm
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長
久
手
に
「
イ
ケ
ア
」
が
オ
ー
プ
ン

　
10
月
11
日
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
発
祥
の
大
手
家
具
チ
ェ
ー
ン

「
イ
ケ
ア
」
が
長
久
手
市
の
リ
ニ
モ
公
園
西
駅
前
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
国
内
で
は
9
店
舗
目
の
大
型
店
舗
と
な
る
が
、
中

部
地
域
で
は
初
め
て
の
出
店
で
あ
る
。
売
り
場
面
積
は
約

2
万
平
方
メ
ー
ト
ル
と
イ
ケ
ア
の
国
内
店
舗
と
し
て
最
大
級

を
誇
り
、
最
大
1 

4 

4 

5
台
が
収
容
可
能
な
大
駐
車
場
も
備

え
て
い
る
。
家
具
だ
け
で
な
く
食
器
な
ど
日
用
雑
貨
も
取
り

揃
え
、
約
9 

5 

0 

0
点
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
イ
ケ
ア
の
家
具
は
、
消
費
者
が
購
入
し
た
後
で
、
自
分
で

説
明
書
を
読
み
な
が
ら
組
み
立
て
る
方
式
を
採
用
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
組
み
立
て
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
北
欧
独
特
の
デ
ザ
イ
ン
や
機
能
性
、
カ
ラ
ー
な

ど
を
重
視
し
た
家
具
を
お
値
打
ち
価
格
で
提
供
で
き
る
。
店

舗
内
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
料
理
を
提
供
す
る
飲
食
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
た
ほ
か
、
店
舗
内
で
販
売
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
記
念

の
専
用
タ
ン
ブ
ラ
ー
を
持
参
す
れ
ば
、
開
業
1
年
間
に
限
り

無
料
で
店
内
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

も
あ
る
。

　
中
部
の
モ
ノ
づ
く
り
文
化
や
喫
茶
店
文
化
、
ク
ル
マ
社
会

な
ど
、
地
元
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
綿
密
に
リ
サ
ー
チ
し
た
上

で
の
出
店
戦
略
と
店
舗
構
成
で
あ
り
、
来
店
機
会
や
店
内
で

の
滞
留
時
間
を
延
ば
す
た
め
の
店
舗
戦
略
と
い
え
る
。
イ
ケ

ア
長
久
手
は
、
年
間
400
万
人
以
上
の
来
場
者
を
見
込
ん
で
お

り
、
綿
密
な
出
店
計
画
を
み
る
と
達
成
は
十
分
可
能
だ
と
思

わ
れ
る
。

大
型
商
業
施
設
の
開
業
が
相
次
ぐ
長
久
手

　
今
回
、イ
ケ
ア
が
中
部
で
初
め
て
進
出
し
た
長
久
手
に
は
、

昨
年
12
月
に
も
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
長
久
手
」
が
開
業
済
み
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
隣
接
す
る
日
進
市
に
は
、
11
月
下
旬
に
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
「
プ
ラ
イ
ム
ツ
リ
ー

赤
池
」
が
オ
ー
プ
ン
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
と
し

て
は
中
部
初
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
な
り
、
店
舗
面
積

は
約
4
万
3 

6 

0 

0
平
方
メ
ー
ト
ル
と
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
が

今
年
度
内
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
店
舗
と
し
て
は
国
内
最
大
規

模
と
な
る
。

　
実
質
消
費
が
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
近
辺
で
推
移
す
る
中
、
短

期
間
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
大
型
店
の
出
店
が
相
次
ぐ
エ
リ
ア

は
、
全
国
的
に
み
て
も
長
久
手
を
中
心
と
す
る
尾
張
東
部
ぐ

ら
い
だ
ろ
う
。
流
通
・
小
売
業
界
に
と
っ
て
魅
力
的
な
地
域

は
地
価
上
昇
率
も
高
い
。7
月
1
日
時
点
の
基
準
地
価
で
は
、

長
久
手
市
の
住
宅
地
は
プ
ラ
ス
3.7
％
と
県
内
ト
ッ
プ
の
上
昇

率
で
、
商
業
地
で
も
プ
ラ
ス
4.6
％
と
同
3
位
と

な
っ
て
い
る
。
隣
接
す
る
日
進
市
も
、
住
宅
地

は
プ
ラ
ス
3.1
％
で
県
内
2
位
、
商
業
地
も
プ
ラ

ス
5.2
％
で
同
2
位
だ
っ
た
。

日
本
一
若
い
ま
ち
の
好
循
環

　
尾
張
東
部
地
域
に
は
ト
ヨ
タ
系
の
部
品
メ
ー

カ
ー
な
ど
の
工
場
も
立
地
す
る
ほ
か
、
西
三
河

地
域
の
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
生
産
拠
点
や
本
社

機
能
へ
も
近
接
し
て
お
り
、
車
通
勤
も
可
能
な

エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
名
古
屋
都
心

部
へ
の
地
下
鉄
通
勤
も
、
始
発
駅
の
藤
が
丘
を

使
え
る
た
め
朝
は
座
っ
て
出
勤
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
も
大
き
い
。
大
型
商
業
施
設
の
ほ
か
、
高
速

道
路
な
ど
道
路
網
の
整
備
も
進
み
、
住
民
の
利

便
性
が
高
ま
り
、
人
口
は
社
会
増
・
自
然
増
と

な
っ
て
い
る
。
税
収
も
安
定
し
て
い
る
た
め
、

公
共
施
設
の
拡
充
や
区
画
整
理
に
よ
る
街
並
み

整
備
へ
の
投
資
も
充
実
す
る
と
い
う
好
循
環
を

生
み
出
し
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
長
久
手
は
緑
も
多
く
、
都
心
部
に

比
べ
、子
育
て
や
教
育
に
も
適
し
て
い
る
た
め
、

西
三
河
や
名
古
屋
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

人
気
が
高
ま
り
、
所
得
水
準
が
高
い
若
い
世
代

の
定
住
が
増
え
て
い
る
。
2 

0 

1 

5
年
の
国
勢

調
査
の
人
口
増
加
率
は
、
10
年
比
で
プ
ラ
ス

10.7
％
と
全
国
で
6
番
目
と
な
っ
て
い
る
が
、
特

筆
す
べ
き
は
38.6
歳
と
い
う
平
均
年
齢
で
、
こ
れ

は
全
国
の
市
町
村
で
最
も
若
い
。
若
い
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
人
口
増
と

生
活
利
便
性
向
上
の
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い

る
好
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

若
者
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏

Profile
1968 年青森県生まれ。91 年一橋大学経済学部卒業。02 年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91 年野村證券。93 年東海総合研究所（現
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）。14 年８月より中京大学経済研究所研究員。15 年４月中京大学経済学部客員教授。現在、ニュース番組な
どのコメンテーターを務めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋港管理組合、青森県、函館市などの委員も務める。専門はマクロ経済、
地域経済。



中央会あいち　2017年 11月　（4）

平成 29 年度 中小企業対策に関する重点要望事項
◉ 総合・組織に関する要望事項（6 項目）
  　1．中小企業・連携組織への予算・補助金拡充
  　2．後継者育成・事業承継対策
  　3．中小企業者の官公需受注機会の確保
◉ 金融に関する要望事項（5 項目）
  　1．政策金融機関の更なる機能の強化と融資制度の拡充
  　2．信用補完制度の充実
  　3．�経済対策に呼応した融資条件の緩和等中小企業金融

対策の一層の充実
◉ 税制に関する要望事項（13 項目）
  　1．�法人事業税の外形標準課税の中小企業への適用拡大 

を絶対に行わないこと
  　2．円滑な事業承継税制の更なる充実
  　3．事業所税の廃止又は軽減措置の拡大
◉ 商業に関する要望事項（6 項目）
  　1．中小商業支援策の拡充・強化

  　2．不当廉売・不当表示等の取り締まりの強化
  　3．中小流通業対策支援の強化
◉ 労働に関する要望事項（5 項目）
  　1．�中小企業に対する雇用対策の推進及び人材育成支援

の強化
  　2．�中小企業の実情に配慮した “ 働き方改革 ” を実現す

ること
  　3．�新外国人技能実習制度の運用については、中小企業

に特段の配慮をすること
◉ 工業に関する要望事項（5 項目）
  　1．中小製造業に対する支援の継続・強化
  　2．�電力の安定供給と中小企業の省エネルギー対策支援

の強化
  　3．下請法の厳格な運用と取引条件の改善

提　出　議　案

大　会　宣　言

特集

　10 月 16 日（月）、キャッスルプラザ（名古屋市中村区）において「第 66 回中小企業団体愛知県大会」を開
催しました。
　本大会は、「つながる心　明るい未来　愛知の力」をキャッチフレーズに、中小企業が組織の力により一層
飛躍するため、中小企業団体の代表者が、自らの決意を内外に表明するとともに国及び県等に対して、中小企
業振興施策の強化充実を訴え、組合連携組織を基盤とした中小企業の安定的な発展と豊かな社会の実現を図る
ことを目的に実施し、会員組合をはじめ関係機関等から 351 名が参加しました。
　滝  幹夫副会長の開会の辞ではじまり、長谷川正己会長より「中小企業にとっては人手不足によるコスト増
など予断を許さない経営環境が続いている。多様な連携を
通じ、売り上げや利益の確保につなげていくことが重要。
一致団結し、諸問題を解決するために要望を決議してい
く。」と決意が述べられました。その後、議長団として早
川隆雄副会長と平岩幸一副会長が選任され、石川泰三専務
理事より前大会決議経過報告がなされました。
　石川喜一朗副会長より、提出議案として上程された総合・
組織、金融、税制、商業、労働、工業の中小企業対策に対
する要望事項案が説明された後、提出議案の採決を議場に
諮ったところ、国に対して 36 項目、県等に対して 4 項目
の要望事項が満場一致で原案通り採決されました。

　続いて、本大会の意義を内外に表明するため、川崎智之青年中央会会長より「地域経済の基盤を支える中小
企業が安定的に発展していくために、組合の連携の力を活用し、積極果敢に課題解決を図り、安定的な発展と
豊かな社会を実現するとともに、決議事項の早急な実現を求める。」とした大会宣言が高からかに発せられ、
満場の拍手の下、採択されました。

第 66 回中小企業団体愛知県大会
〜 つながる心　明るい未来　愛知の力 〜

会長挨拶　長谷川正己会長
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　大会終了後は、評論家・拓殖大学客員教授石  平氏を迎え、「中国経済・政治

情勢と今後の行方」をテーマに講演会を開催しました。高度成長の終焉と経済

破綻の危険性や習政権の国際戦略と日中関係について話され、参加者は熱心に

耳を傾けていました。

　10 月 26 日（木）、全国中小企業団体中央会と長野県中小企業団体中央会はキッセイ文化ホール（長野県松本市）におい
て「第 69 回中小企業団体全国大会」を開催しました。「団結は力 見せよう組合の底力！」をキャッチフレーズに、全国か
ら約 2,500 名が参集し、愛知県からはバスツアーで 53 名と単独では 30 名
の総勢 83 名が参加しました。
　バスツアーでは、放浪の天才画家、裸の大将で知られる山下清の「放浪
美術館」を鑑賞した後、昼食に本場の信州そばを堪能し、参加者相互の懇
親を深められました。
　大会では、実感ある景気回復と中小企業の生産性向上、事業承継の抜本
的な見直しなど地域を支える中小企業の持続的な発展を実現するための中
小企業対策の拡充に関する 16 項目が決議されました。決議事項の詳細は、
全国中央会ホームページをご確認ください。
http://chuokai .or . jp/hotinfo/69zenkokutaikai171026.html
　また、優良組合 43 組合、
組 合 功 労 者 71 名、 中 央 会
優秀専従者 27 名の表彰式
が行われ、愛知県は優良組
合 1 組合、組合功労者 1 名、
中央会優秀専従者 1 名が表
彰されました。
　なお、来年の全国大会は、
平 成 30 年 9 月 12 日（ 水 ）
に京都府で開催予定です。
　会員皆様の参加をお待ち
しております。

記　念　講　演

表   彰   式  ・  来   賓   祝   辞
　愛知県知事表彰では、優良組合 7 組合、組合功労者 38 名、永年勤続優良職員 19 名、また、愛知県中小企業団体中央会

会長表彰では、組合功労者 61 名、永年勤続優良職員 23 名が表彰されました。

　来賓祝辞として、中部経済産業局青木太久美産業部長、大村秀章愛知県知事、名古屋市市民経済局下山浩司産業部長他

多数の来賓より祝辞を頂いた後、山口高広副会長より閉会の辞が述べられました。

第 69 回中小企業団体全国大会
〜 団結は力　見せよう組合の底力！〜

記念講演　石  平氏

放浪美術館見学の様子 優良組合受賞者

大村秀章愛知県知事と愛知県知事表彰受賞者 来賓挨拶　中部経済産業局 青木太久美産業部長
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売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

凡例

好転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪化
DI≦−10

景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配
置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業
界の景況報告を集計したものです。情報連絡員は
全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われて
います。

【製造業】
鉄鋼・金属：受注量は増加しているが、人員不足で対応に苦慮している。求人をしても全く反応が見られない。
輸送用機器：台風など大きな自然災害もなく安定した９月であった。仕事も順調にあり、大きな変化はないが、従業員不足は夏から冬、年末へと向か
う。新卒採用の募集が始まったが、厳しい状況になりそうである。
【非製造業】

卸売業：大型量販店、後継者問題などで、個人商店が減少していく為、問屋も減少傾向にある。また、人手不足の問題でも中小企業にはなかなか良い
人材が集まらない。
サービス業：９月中の売上は、前年対比でわずかに増加している。警備業務が好調であった前年と比較しておおむね同水準であると言える。現在、警
備業務の発注量は多く寄せられているが、これに対応できる警備員数が不足している為、これまで以上の利益を上げるというまでには至っていない。
課題である警備員の確保については依然困難な状況であり、一方で警備料金の値上げについてはわずかながら上向き傾向にある。
建設業：公共工事、民間工事共に年々減少傾向にあるが、工事にはその規模に応じた人員が必要である。土木建設業界には、労働環境の問題も有り、
高齢化社会に入り、現場技術者の確保が難しくなってきている。

　●○●○● 業界レポート ●○●○●　

2017年 9月分
人手不足への懸念

中小企業組合検定試験　～ 組合制度編 ～ クイズにチャレンジ！　次の文章は、中小企業組合について述べたものです。設問ＡとＢの文中の　　　　に入る最も
適切な語句は何でしょう。

（設問Ａ）
　　　　　は、組合員全員をもって構成し、適法に招集された組合員が、適法な議決の方法により組合の意思を決定する最高の意
思決定機関である。また、　　　　は、組合における絶対必要機関であり、定款、規約あるいは組合員の意思によっても、これを廃
止することはできない。
　 また、　　　　は、一定の法的要件を具備したうえで開催してはじめて成立し、会議の終了と同時に消滅するものであり、常置機
関ではない。
　一定の法的要件とは、中小企業等協同組合法、中小企業団体の組織に関する法律、商店街振興組合法によって適法に作成された
組合の定款に記載された方法、すなわち　　　　の招集の手続、議決の方法等をいうのであり、これらの要件は、組合組織の民主
制を確保するために設けられたものにほかならない。

（設問Ｂ）
　会社においては、株主などその構成員たる社員の資格について何らの制限がないのに対し、各種の組合では　　　　たる組合員
の資格について一定の制限が置かれている。その理由は、組合がもっぱらその事業を組合員のために行うという独自の性格を有す
るところにある。
　すなわち組合は、これに参加する組合員の事業を補完し発展させるための組織であって、会社のように　　　　の投下した資金
を自由に運用して、その利潤を分配するための事業体ではないところにおいて、組合員資格の定めが当然に必要になるのである。

　　　　回答は８ページの下に掲載しています。



日本木工機械展が開催

　10 月 27 日（金）から 30 日（月）の 4 日間にわたって、ポー

トメッセなごや（名古屋市港区）にて一般社団法人日本木工

機械工業会主催の「日本木工機械工業展 ウッドエコテック

2017」が開催されました。「木っとつながるテクノロジー　木っ

とみつかるエコロジー」をテーマに開催され、中日本木工機

械商工協同組合の組合員企業が出展しました。会場は各産業

に向けた製材機械、合板機械などの最新製品が展示され、デ

モンストレーションが行われていました。

きらりまつりを開催　　八丁味噌協同組合

　10 月 28 日（土）、八丁味噌協同組合は「きらり☆まつり 12」を合資会社八丁味噌（カクキュー）と株式会

社まるや八丁味噌敷地内（岡崎市）にて開催しました。

　まるや八丁味噌の浅井社長案内によるみそ蔵特別公開や国の登録文化財である「カクキューの史料館（元仕

込蔵）」の見学等の他、フラダンスやキッズパフォーマンス、ビンゴ大会をはじめとした盛りだくさんのイベ

ントが開催され、八丁味噌を使用したちゃんこ、五平餅などの飲食コーナーやちびっこコーナーも賑わってい

ました。「大豆を箸だけで運ぶぞ大会」の予選では、上位 2 名による決勝大会進出に向けて、20 秒間で運ぶ個

数を競い、大人も子供も楽しめる大会となりました。

● インフォメーション ●

日 時間 イベント名 場所

11月21日（火）   9:30 愛知県中小企業情報研究会　視察研修会 あいや西尾の抹茶ミュージアム和く和く

 　    27日（月） 12:30
ものづくり補助事業成果事例発表会
成果サポートセミナー

ミッドランドホール

12 月   5 日（火） 13:30 人事・採用担当者研修会 ウインクあいち

 　   14 日（木） 18:00 組合常勤役職員年末懇親会 ANA クラウンプラザホテルグランコート

 　   15 日（金） 10:00 東海ブロック中央会組合指導研究会（第 2 回） 中央会会議室

日 イベント名 組合名 場所

11 月 25 日（土） ・ 26 日（日） とうふまつり 愛知県豆腐商工業（協） 金山総合駅コンコース

中
央
会

組
合
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クイズにチャレンジの答え：設問Ａ　総会　　設問Ｂ　出資者

第 52 回愛知県塗装技能作品展を開催
愛知県工業塗装（協）　愛知県塗装工業（協）

　11 月 8 日（水）・9 日（木）、愛知県工業塗装協同組合と愛知県
塗装工業協同組合は「第 52 回愛知県塗装技能作品展」を名古屋
市工業研究所（名古屋市熱田区）にて開催しました。
　作品展は塗装技術の研鑽の場として技能向上を図ることを目的
に開催されています。褒賞には中部経済産業局長賞や中部地方整
備局長賞があり、中央会会長賞も展示されていました。

東海ブロック中央会組合指導研究会（第 1回）を開催
　10 月 10 日（火）、東海三県間の相互連携を目的に東海ブロック中央

会組合指導研究会を中央会会議室（名古屋市中村区）にて開催しました。

　東海ブロック各県の中央会と中部経済産業局、各県庁のご担当者に参

加いただき、各県の設立解散状況や外国人技能実習生に関する対応につ

いて活発な意見交換が交わされました。

国家公務員の再就職等規制にご協力を

■再就職の依頼・情報提供の規制
　�　現役の国家公務員が企業等に対し、他の国家公務員・ＯＢの再就職を依頼することや、再就職を目的とし

た国家公務員・ＯＢの情報提供等は禁止されています。

■利害関係企業等への求職活動の規制
　�　現役の国家公務員が、職務として携わる契約や処分などの相手方となっている利害関係企業等に対し、在

職中に求職活動することは禁止されています。

■元の職場への働きかけ規制
　�　再就職した国家公務員ＯＢが、再就職先の契約や処分に関し、便宜を図るよう元の職場に働きかけをする

ことは禁止されています。（ただし、原則として退職後２年間に限ります）。

★企業へのお願い
　�　企業の皆様におかれても、規制違反を未然に防ぐ観点から、国家公務員・ＯＢにこうした行為を求めない

ようご協力をお願いします。また、規制違反が疑われる行為を見聞きした場合には、下記連絡先まで情報提
供をお願いします。

◇連絡先　内閣府再就職等監視委員会事務局
　　　　　電　話：03 − 6268 ー 7660 〜 7668
　　　　　 URL:http://www5.cao.go. jp/kanshi/ index.html

組合名 業種 組合員数（人） 住所
IPAC 協同組合 異業種混合 4 刈谷市
尾張三恵建設協同組合 建設業 5 一宮市
牧野公設市場協同組合 寄合百貨、小売市場 5 名古屋市中村区
メイギ協同組合 サービス業 4 稲沢市
AK インターナショナル協同組合 サービス業 26 津島市
ホウエイ協同組合 異業種混合 9 豊橋市
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